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はじめに
海上保安庁海洋情報部では、東京大学生産技術研究所との技術協力の下、キネマティックGPS(KGPS)と音響測距の組み合わせ方式による海底地殻変動観測を行って

いる。我々の海底基準点は、これまで主に日本海溝及び南海トラフ沿い陸側に設置しており、測量船によるキャンペーン観測を繰り返し実施している。
本ポスターでは、2008年度に得られた海底地殻変動観測の主な成果について述べる。

海底基準点配置図

2008年度観測実績

GPSアンテナ

GPS衛星

GPS陸上基準局

GPS/音響測距結合方式による海底地殻変動観測システム

観測月 基準点名 観測日数 データ数
2008.4 相模湾 2 3828

相模湾 2 3736
2008.7 相模湾 2 4194

相模湾 2 4137
相模湾 3 10351
東海沖1 1 6345
東海沖2 2 5540

観測成果
「福島沖」海底基準点宮城沖1宮城沖2

釜石沖

動揺計測装置

海底基準局

音響トランスデューサ

CTD

XBT, XCTD

東海沖2 2 6401
2008.9 房総沖1 2 5358

房総沖2 2 6270
三宅島西方Ａ 1 3235
三宅島西方Ｂ 1 3367
三宅島西方Ｃ 1 3200

熊野灘 1 4623
潮岬沖1 2 6318
潮岬沖2 2 5484
室戸岬沖 2 10829

2008.12 宮城沖2 3 8273
2009.2 東海沖2 1 1448

東海沖2 3 4973
潮岬沖1 1 2689
潮岬沖1 2 4727
室戸岬沖 1 1403
室戸岬沖 2 6874

2009.3 　09年2月下旬～3月中旬に観測実施予定

「福島沖」海底基準点
(水深1200m)

宮城沖1宮城沖2

福島沖

常磐沖

房総沖

相模湾

三宅島西方A,B,C

東海沖1

東海沖2

潮岬沖1

潮岬沖2

熊野灘

「福島沖」海底基準点(図1)にお
いて、2002年8月～20008年3月の
間に行った7回の観測から得られた
局位置解の水平成分の時系列を
図2に示す。これらの座標値につい
て、線形回帰により年間の位置変
化率を求め、これを位置の基準点
である下里のユーラシアプレート安
定域に対する相対速度(291°，
3.2cm/年)で補正することで、 「福
島沖」海底基準点がユーラシアプ
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9.2cm/年
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3.1cm/年

室戸岬沖

島沖」海底基準点がユ ラシアプ
レート安定域に対し3.1cm/年の速
度でほぼ西向きに移動していること
が算出された(図1) 。

この結果は、「宮城沖1」海底基準
点の移動速度7.3cm/年と比べ有意
に小さく、両海底基準点におけるプ
レート間固着の度合いが異なること
を示唆している。

図1：「福島沖」海底基準点のユーラシアプレート安定域に
対する速度ベクトル

(赤、黒の矢印は、それぞれ当庁海底基準点及び当庁
GPS連測観測点の速度ベクトルを表す。)

図2：「福島沖」海底基準点の下里に対
する位置変化
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「東海沖1」海底基準点(図5)で2002年8月～
2008年7月の間に行った6回の観測から得られた
局位置解の水平成分の時系列を図6(a)に示す。こ
れを位置の基準点である下里のユーラシアプレー
ト安定域に対する相対速度(291°，3.2cm/年)で
補正し、 「東海沖1」海底基準点において北西に
2.5cm/年の速度ベクトルが得られた(図5) 。

なお、2004年9月5日に紀伊半島南東沖地震
(M7.4、M6.9)が発生し、海底地殻変動の観測結
果を用いて推定したKido et al. (2006)の断層モ
デルによると、「東海沖1」海底基準点では南に
1.4cmの変位が推定される。このため、参考として、
地震前の結果を補正した速度ベクトル及び時系列
を び ( ) 併 す 補 有無
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「相模湾」海底基準点(図3)で2003年1月
～2008年7月の間に行った8回の観測から
得られた局位置解の水平成分の時系列を
図4に示す。これらの座標値について、線
形回帰により年間の位置変化率を求め、こ
れを位置の基準点である下里のユーラシア
プレート安定域に対する相対速度(291°，
3.2cm/年)で補正し、 「相模湾」海底基準点
において北西に3.5cm/年の速度ベクトルが
得られた(図3)

図4：「相模湾」海底基準点の下里に対する位置変化
(●：漂流観測、○：航走テスト観測)

図3： 「相模湾」海底基準点のユーラシアプレート
安定域に対する速度ベクトル

(赤、黒の矢印は、それぞれ当庁海底基準点及び
当庁GPS連測観測点の速度ベクトルを表す。)
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図5： 「東海沖1」、「東海沖2」海底基準点のユーラシアプレート安
定域に対する速度ベクトル
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(a)「東海沖1」海底基準点 (b)「東海沖2」海底基準点

を図5及び図6(a)に併せて示す。補正の有無によ
る大きな差は見られない。

一方、「東海沖2」海底基準点(図5)で2002年8月
～2008年7月の観測から得られた局位置解の水
平成分の時系列を図6(b)に示す。Kido et al. 
(2006)の断層モデルから、「東海沖2」海底基準点
では、南に4.3cmの変位が推定された。参考として、
「東海沖1」と同様に地震による地殻変動を考慮せ
ずに速度ベクトルを求めた結果と、地震前の結果
をKido et al.(2006)の断層モデルから推定される
地殻変動を補正して速度ベクトルを求めた結果を
図5及び図6(b)に示す。いずれも観測データが少
ない2006年11月の結果は速度ベクトルの算出に
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得られた(図3)。

この結果は、周辺の当庁GPS連続観測
点(真鶴、伊豆大島等)の観測結果に調和
的であるとともに、求められた速度の大きさ
は「相模湾」海底基準点の北西に位置する
真鶴局と南西に位置する伊豆大島局の速
度の中間にある。
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図6： 「東海沖1」、「東海沖2」海底基準点の下里に
対する位置変化

使用していない。補正の有無による速度の差は、
南北方向で約1cm/年であった。
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●：漂流観測、○：航走テスト観測、 ● ：Kido et al.(2006)の断層モデルによる地殻変動量補正後

－－：2004年9月5日の紀伊半島南東沖地震（M7.4、M6.9）、 （ ）：観測データが少ない結果


